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調和分館はつつじヶ丘駅と柴崎駅の南側、どちらから歩いても１０分ほど

の場所にある分館です。調和分館ができる以前は「つつじケ丘分館」という

分館があり、調和分館はつつじケ丘分館を引き継いで開館しました。今年は

つつじケ丘分館が開館した年から数えた５０周年です。 

みなさんは、つつじケ丘分館をご存知ですか？ 

 

 

１９７０年７月２０日、つつじケ丘分館は開館しました。トタン屋根にブロッ

クでできた壁という、昔話にでてきそうな建物です。市内最初の分館である

国領分館が床面積約３００㎡の広さで開館したのに対し、つつじケ丘分館

は当初約９０㎡と小さな図書館でした。 

開館初日は児童書１，９１１冊の蔵書でスタートしました。３８６人の方が

来館し、３１１冊の本が借りられました。当時は機械が導入されておらず、

貸出冊数はひとり１冊でした。 

館内には事務室がなく，職員は和

室の集会室を使って仕事をしていたそうです。また，連日室温が４０度を超え

る過酷な環境で、図書館に来た子どもが泣き出してしまうこともあったといい

ます。開館翌年の８月には、図書館としては初めて冷房装置が設置されまし

た。開館から５年経つまでには増改築も行われ、和室の集会室が一般室に

なり、事務室が増築され、面積も１１３㎡になりました。 

つつじケ丘分館は２００２年７月２１日に閉館するまで、たくさんの方に親

しまれていました。つつじケ丘分館の様子は『つつじヶ丘分館の思い出』（調

布市立図書館つつじヶ丘分館 2002 年）という文集にまとめられていますので、ぜひ図書館で手に取ってみてください。 

     

▲増改築後の入口 

 この頃は開館時間が午後１時から午後

５時まででした 

▲増改築前の外観 屋根はトタン板 

入口の周りは自転車の大渋滞！ 

▲つつじケ丘分館 子ども室の様子 

 本の貸出しは機械化されていません 

▲一般室で本を選ぶ利用者 ▲建築中の調和分館 

家具が入る前の貴重な写真 
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染地分館は、１９８０年６月６日に調布市内で１０番目の分館として 

開館しました。 

４０周年という節目の年を迎えて、染地分館の歴史を振り返ります。 

 

・染地分館の開館当初の状況 

蔵書は一般書が約１万３千冊、児童書が約５千冊（昭和５５年６月３０日発行 「調布市立図書館報第８０

号」より）。 

貸出冊数は、一般書１８７冊、児童書５４３冊。登録者数は、一般８７件、児童は３２２件もあったそうで

す！ 開館時間は４時間。貸出冊数はひとり３冊まででした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当時の日誌を見ると、地域の方から寄贈などご支援をいただいたり、開館前の図書館を子どもが覗き込み

いつから開くのか話し合っていたりと、地域の方々の図書館に対する期待の高さを伺い知ることができます。 

・染地分館，開館当時のほのぼの＆面白エピソード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつの時代も、子どもたちの発想はユニークです。 

次は５０周年を目指して、これからも地域の方々の期待に応えられる図書館であるよう努めて参ります。 

染地分館を、どうぞよろしくお願いいたします。 

 
 

▲開館当時の全景です。 

 

▲新聞・雑誌コーナーは L字型のレイアウト。 

開館当時は、併設の染地地域福祉センター入口にあり

ました。 
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分館の１年が

始まります！ 

４月２７日～５月１０日は 

こどもの読書週間！ 

イベントを行うこともあります 

 
１マスすすむ 

道案内の看板は劣化して

いないかな？ 

１年に１度チェックしてい

ます！ 

「地域を知る地図」を

ご存知ですか？ 

各分館で周辺地域の地

図を作り、毎年更新して

います 

クリスマス近くになると、 

いつものおはなし会とはちょっと違った 

スペシャルおはなし会を開催！ 

内容も各分館で考えています 

サイコロを振って 

１，３，５の目：左の人が１回休み  

２，４，６の目：自分が１マスすすむ 

敷地内にポイ捨てされた

ゴミを発見！ 

１回休み 

 近くの施設と合同

で防災訓練！いざと

いう時に備えます 

１マスすすむ 



 

5 

 

６月前半は蔵書点検！ 

本がちゃんと棚の正しい位置にあるか、なく

なっている本はないか点検しています 

サイコロを振って 

１，３，５の目：１回休み 

２，４，６の目：１マス進む 

クリーニングに出していた

カーペットがピカピカで戻

ってきた！ 

１マスすすむ 

もうすぐ夏休み！ 

夏にぴったりの展示を

準備します 

夏休みは１年の内で１番忙しいシーズン

です。宿題の本探しはお早めに！ 

職員も本探しお手伝いします！ 

サイコロを振って 

１，３，５の目：右の人が１マスすすむ 

２，４，６の目：自分が１マスすすむ 

あけましておめでとうござ

います！ 

年末年始の休館中にた

まった新聞を整理する作

業で初日は大忙しです 

１回休み 

大雪で建物の周りが

雪まみれに！ 

みんなで雪かき 

１回休み 

来年度に向けて事務室や

書類の整理を始めます 

今年度もご利用ありがとうございました！ 

新年度もよろしくお願いいたします！ 

分館周りの木の枝

や雑草がのびてき

ました。 

剪定してスッキリ！ 

今年の干支はなにかな？ 

児童室では干支にちなんだ

展示を行うこともあります 
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多くの方が触れるものや 

返却された本の消毒 

カウンターに防護幕を設置 ソーシャルディスタンスを 

呼びかける表示 

他にも，館内の換気，トレイでの利用カードの受け渡しなどの対策をとっています。 

感染拡大防止のため，ご不便をおかけしますが，ご協力よろしくお願いいたします。 

若葉分館休館に伴う 

のご案内 
若葉分館は施設の環境改善のため、１１月２９日まで臨時休館しています。 

休館期間中は東部公民館内に図書臨時窓口を開設しています。 

開設時間：午前１１時～午後５時 

休業日： 毎週月曜日，９月２７日（火） 

      １０月２７日（火）、１１月１７日（火） 

主なサービス案内は次のとおりです。 

 

ご不便をおかけしますが，ご理解ご協力をお願いいたします。 

 

京王線「仙川駅」または若葉分館から徒歩 7 分程度。  

 

東部公民館  

坂のぼる 

道案内 
臨時窓口でのサービス 

・連絡済みの予約資料のお渡し 

・返却資料の受取り 

・記入済み予約カードの受取り 

 

図書館では，新型コロナウィルス感染拡大防止のため 

様々な対策を行っております。 

の  

 
どんなことを 

やっているんだろう？ 
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調布のあゆみ－243 
郷土の歴史と伝承 

近代農業を支えた馬の力        関 口 宣
のぶ

 明
あき

 

 

人は昔からさまざまな生活のなかで動物と

関りをもってきました。とくに最近はペット

ブームといわれ，動物を家族の一員のように

大切にしていますが，一昔前
ひとむかしまえ

の農村において

はどうだったのでしょうか。 

調布市内を歩いてみると，所々に馬頭
ば と う

観音
かんのん

の石仏
せきぶつ

が見られます。これらは江戸時代の終

わり頃から昭和にかけて，馬を扱う人々が馬

の安全祈願と供養をするために立てたもので，

長い間，荷物の運搬や農作業に大きな働きを

していた馬が大切にされたことを物語ってい

ます。 

１． 明治時代の馬の飼育          

それでは調布にどのくらい馬が飼われてい

たかといえば，たとえば下石原
しもいしわら

村では江戸時

代終わり頃（1804）には，戸数 86 戸に対して

馬 12 頭が飼われ，明治初期（1874）には戸数

92 戸に対して馬 6 頭と減っています。他の

村々でも明治時代になると馬を飼う家はわず

かとなっていました。馬を飼うには多量のワ

ラ，干し草，大豆などを食べさせなければな

らなかったので，馬を家で飼えるのは土地持

ちの旧家や運送業者に限られてきたからです。 

２．馬喰
ばくろう

商人の誕生   

調布でも農村の若者の中から，遠方に旅を

して牛馬の取引をしたり，山村などから農耕

に使う馬を借りてきて，その馬を農家に貸し

出して利益を得たりする馬喰商人といわれる

人がでてきました。            

明治の中頃になると農家は養蚕で 忙
いそが

しく

なり，６月半
なか

ばになっても田植えができなか

ったので，足の速い馬を使って早く田の土起

こしをする必要がありました。そこで他の土

地の話題を豊富に持っている馬喰商人に頼ん

で，田植えが調布とくらべて一月
ひとつき

も早くすむ

埼玉，千葉境の吉川
よしかわ

周辺の馬耕
ば こ う

の進んだ所か

ら馬を借りてきて，農家が交代で使いました。 

３． 新しい農業技術の導入 

 江戸時代までの東日本では田を耕すのに馬

を使わず，ほとんど人力で行なっていました。

それは水分を含んだ泥深
どろぶか

い湿田
しつでん

が多かったた

めです。しかし明治初期に湿田の排水をして

乾田化
かんでんか

が進むと土が硬
かた

くなり，人力での耕起

が困難になります。そこで馬に犂
すき

という木製

の農具を引かせて田んぼの土を深く掘り返し，

多くの肥料を入れる 

ことで米の増産をは 

かる方法がとられは 

じめました。     大正期の馬耕（旧調布町） 

 上石
かみいし

原
わら

や旧大町
おおまち

（現菊野台）では，明治初

期に北関東で使われていた形の犂
すき

が大正時代

になって使われました。また借
しゃく

馬
ば

の風習があ

った府中，国立，八王子などでも同様の犂が

見られます。このことから馬喰
ばくろう

商人によって

馬耕先進地の情報が伝わっていたことがうか

がえます。 

明治から大正へと時代が移り変わるなかで，

馬喰商人による他地域との交流は，馬による

農作業の改良と人々のくらしの質を高める効

果をもたらしました。今日では馬は身のまわ

りでは縁遠い存在となっていますが，地域の

歴史をふりかえると，馬が人々のくらしと農

業を支える大きな役割を果たしていたことが

わかります。 
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調布のあゆみ－244 
郷土の歴史と伝承 

風害と昔のくらし 関 口 宣
のぶ

 明
あき

 

風や洪水など，自然の脅威
きょうい

を防ぐために今も

昔もさまざまな努力がなされてきました。かつ

ての農耕生活では，穀物や野菜を育てるうえで，

豪雨以外の雨は歓迎されるものでしたが，季節

によって吹き荒れる風は，住
すま

いや作物に大きな

被害をもたらすものとして恐れられていました。 

１．東京周辺の季節風 

東京の郊外では，冬には冷たく乾燥した「か

らっ風」と呼ばれる北風が吹き，まだ人家の少

なかった明治大正の頃まで，強風と土ぼこりが

ひどかったのです。さらに冬から春への変わり

目に吹く突風
とっぷう

には，富士山から吹き下ろす南西

風の「フジオロシ」や「フジカタ」，南南西風の

「フジミナミ」といった呼び名がありました。

これらの風が茅
かや

やワラなどで作った草ぶき屋根

に吹き付け，屋根が飛ばされる被害もでました。

また夏の終わりごろに吹く「辰巳
た つ み

（南西の方角）

風」は，天候が悪化する前ぶれでした。 

２．二百十日
にひゃくとうか

の風
かざ

祭
まつ

りと言い伝え 

９月１日ごろには，「二百十日」という日がめ

ぐってきます。この日は立春
りっしゅん

から数えて２１０

日目にあたる日のことで，「辰巳風」が吹く季節

でした。米作り農家にとっては，この時期はイ

ネの花が開き，実を結ぶための大事なときなの

で，このころに吹く嵐
あらし

はもっとも警戒
けいかい

されまし

た。そこで，この日を目安
め や す

として毎年，風祭り

を行ない，村の男性たちは神社に集まり，お神酒
み き

を上げたり，ウドンを作って供えたりと，村人

が力をあわせて無事を祈願しました。 

また嵐は魔物
ま も の

が吹かせると考えられたためか，

風を切るために，家の入口に草木を刈
か

る鎌
かま

の刃

先を辰巳の方角に向けて挿
さ

しておきました。 

調布では，風にまつわる予想として，大正

14 年（1925）に，ラジオによる天気予報が始

まる前から，「朝，富士山に小さな雲がかかる

日は西北風が強い」とか，「蜂（ｱｼﾅｶﾞﾊﾞﾁ）の

巣が低いと大風が吹き，高い年は台風がこな

い」などと言い伝えられてきました。   

３．東向きの家 

 草ぶき屋根の民家は，柱や梁
はり

などの木組み

はしっかり造られていますが，屋根は風に飛

ばされやすいので，とくに風
かぜ

除
よ

けには心を配

りました。屋根に強風をまともに受けないよ

うに，家のまわりにケヤキやカシの木などの

屋敷
や し き

林
りん

をめぐらせたり，南北の方向に縦長
たてなが

に

主屋
お も や

をかまえ，玄関を強風のこない東に向け

たりしました。 

 

 

 

 

   市内に残された屋敷林（平成７年撮影） 

旧上石原村
きゅうかみいしわら

にあった近藤 勇の生家をはじ

め，昭和 59 年ごろまで調布に残されていた草

ぶき民家（幕末から明治中期にかけての建築）

24 軒のうちの半数は，東や東寄りの方向に玄

関がありました（『調布の古民家』）。また家の

庭には，不作に備えて穀物を 蓄
たくわ

える穀倉
こくぐら

や，

大切な衣類，調度品
ちょうどひん

をしまう土蔵
ど ぞ う

を建てて，

災害から暮らしを守る工夫もしました。この

ように土地に伝えられた文化遺産
い さ ん

や伝承は，

調布をとりまく自然環境のなかで起こってき

た風害などの歴史と，それに向きあって暮ら

してきた人々の知恵を物語っています。 

参考：柳田国男『風位考』・『調布市史民俗編』 
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